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校区のまちづくり  その3

「いきいき」でつながる

収穫を通じてつながる
校区の「心」裁

判
所
や
地
方
気
象
台
、
森
林
管
理

局
な
ど
公
的
機
関
が
多
い
地
区
で
す
。

現
在
は
、
熊
本
市
中
心
地
に
近
い
こ

と
か
ら
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　

寺
原
・
壺
川
は
坪
井
川
に
沿
っ
た

平
坦
地
。
地
域
の
人
た
ち
の
防
災
意

識
も
高
く
、
水
害
対
策
に
力
を
注
い

で
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
坪
井
川
の

改
修
工
事
に
伴
い
宅
地
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　

坪
井
は
、
熊
本
の
歴
史
・
文
化
の

香
り
が
残
る
地
区
。
幕
末
の
思
想
家

横
井
小
楠
の
出
身
地
で
あ
り
、
文
豪

夏
目
漱
石
が
五
高
教
員
時
代
に
暮
ら

し
た
旧
居
も
現
存
し
て
い
ま
す
。
地

区
に
あ
る
壺
川
小
学
校
は
、
日
本
画

の
大
家
堅
山
南
風
（
熊
本
市
名
誉
市

民
）
が
通
っ
た
歴
史
あ
る
学
校
で
、

校
内
に
は
南
風
が
泰
山
木
を
描
い
た

「
雨う
せ
い霽
」
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
唄
と

収
穫
の
よ
ろ
こ
び
が

世
代
を
つ
な
ぐ

地
形
的
、
歴
史
的
に
異
な
っ

た
３
つ
の
地
区
か
ら
な

る
壺
川
校
区
が
一
つ
に
ま
と
ま
る
に

は
、
地
域
の
人
た
ち
の
努
力
と
工
夫

が
必
要
で
し
た
。
す
べ
て
の
世
代
が

一
つ
に
な
っ
て
支
え
合
う
た
め
の
組

織
と
し
て
平
成
24
年
４
月
に
校
区
自

治
協
議
会
が
発
足
。
校
区
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
に
、
各
種
地
域
活
動
団

体
が
力
を
発
揮
で
き
る
体
制
が
整
い

ま
し
た
。

　

壺
川
校
区
自
治
協
議
会
の
主
海
偉

佐
雄
会
長
は
「
自
治
協
議
会
は
発
足

し
ま
し
た
が
、
校
区
の
み
な
さ
ん
の

気
持
ち
を
一
つ
に
ま
と
め
る
も
の
に

な
に
が
あ
る
の
か
…
。
カ
ラ
ー（
色
）

な
の
か
、
大
き
な
樹
木
な
の
か
と
、

い
ろ
い
ろ
と
校
区
の
人
た
ち
と
知
恵

を
出
し
合
っ
た
結
果
、
唄
が
あ
る
と

考
え
、
そ
こ
か
ら
『
壺
川
ふ
る
さ
と

音
頭
』
が
誕
生
し
ま
し
た
」
と
語
り

ま
す
。『
壺
川
ふ
る
さ
と
音
頭
』
は
、

作
詞
、
作
曲
、
歌
と
も
壺
川
校
区
の

人
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
、
平
成
25
年

に
完
成
。
さ
っ
そ
く
壺
川
小
学
校
の

各
ク
ラ
ス
に
配
ら
れ
、
校
区
の
歴
史

と
地
域
の
営
み
を
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
る
役
目
を
果
た
す
と
と
も
に
、
校

区
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
披

露
・
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

洪
水
対
策
が
進
ん
だ
坪
井
川
も
、

坪井は夏目漱石が最も愛した地。夏目漱石内坪井旧居にはそんな
漱石の遺品が展示されている

壺
こ せ ん
川校区

清
正
公
以
来
、ま
ち
の

発
展
を
見
つ
め
て
き
た

熊
本
城
の
お
膝
元

壺
川
校
区
は
熊
本
城
の
北
側

に
位
置
し
、
明
治
以
来

熊
本
市
の
発
展
を
見
つ
め
て
き
ま
し

た
。
地
理
的
に
は
京
町
台
、寺
原
・
壺
川
、

坪
井
に
分
か
れ
ま
す
。

　

熊
本
城
に
近
い
京
町
台
は
旧
豊
前

街
道
沿
い
の
高
台
に
広
が
り
、
お
寺

や
昔
な
が
ら
の
街
並
み
が
残
る
一
方
、

京町から坪井川を見下ろす。壺川校
区の３つのエリアが一望でき、その
特徴が分かる

平成 25 年 11 月に行われた「プレイパ
ーク収穫祭」。参加者は、0 歳から 83
歳まで、150 人を超えた


